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�　８月９日に開催された情報集会にて会員増

強の話しがなされ、各班にて新会員候補者名

を上げていただく事になっておりましたが、

各班からまだ候補者リストが出ていません。

早めに幹事又は西谷（英）会員増強委員長まで

提出願います。

�　次週例会は情報夜間例会で、富丸にて開催

いたします。時間場所を間違えないようにお

願いします。　

�　ロータリーの友をまだ受け取っていない会

員は越野雑誌広報委員長まで取りに行って下

さい。

１）財団法人ロータリー米山奨学会、普通寄付

金上期分２，０００円の５０名分を財団宛てに送金

いたしました。

２）９月１５日に行われました飲酒運転撲滅市民

総決起大会にクラブを代表して出席して参り

ました。

３）９月２８日に第４回定例理事会を開催いたし

ます。理事・役員の皆さんはよろしくお願い

します。

会報受領先

・・砂川ＲＣ　№１７８５号～№１７８８号

ゲスト　

　株式会社寺西薬局

　　　代表取締役　寺西　保博様
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�������　　　　　　　　　清水委員長

　明日、２１日午後４時３０分より午後５時まで、

第３７回交通重点区間スピードダウン旗の波運動

が実施されます。当クラブにも参加協力が参っ

ておりますので、是非参加お願いします。場所

は例年通り、四十坊前です。１５名以上を予定し

ていますのでよろしくお願いします。

�����　　　　　　　　　　　高田委員長

　会長からも発表がありましたが、次週例会は

情報夜間例会です。今回はご夫人も気軽に出席

出来る情報夜間例会と致しましたので、ぜひ御

出席頂きたいと思います。出欠は２５日までにお

願いします。後でＦＡＸにて皆様に詳しくご連

絡致します。なお当日は職業奉仕委員会より詳

しくテーマの趣旨説明があります。また健康ワ

ンポイント卓話も１０分程度予定しております。

よろしくお願いします。

�����　　　　　　　　　齋藤愛好会会長

　本日午後６時３０分よりスナックいふにて９月

例会を開催いたします。会員の皆様はお忘れに

ならないようにお願いします。本日は３卓１２名

です。

�����　　　　　　　　　　　高田委員長

人道的奉仕活動

　昨年度のＲＩのテーマがＳｅｒｖｉｃｅ ａｂｏｖｅ ｓｅｌｆ

であったことに象徴されるように、昨今は社会

奉仕や国際奉仕に属する人道的奉仕活動が盛ん

であり、あたかもこれらの活動がロータリー運

動のすべてであるかのような錯覚すら覚えます。

もっとも最初から職業奉仕を理解してもらおう

と思って、シェルドンの奉仕哲学を説いても、

それをすぐさま理解することはなかなか困難な

ことですから、手っ取り早く、人道的奉仕活動

の実践から入るほうが楽ですが、何時までもこ

の活動に留まり続けたり、この活動がロータ

リー運動そのものだと錯覚することは避けたい

ものです。実践活動には、その活動の動機とな

る理念が必要です。奉仕理念の研鑽から始まり、

それが実践活動に繋がるのが本来の姿かも知れ

ません。したがって、例え実践から入ったとし

ても、その原点となる奉仕理念の探求をおろそ

かにすることは許されないのです。

（田中毅ＰＤＧ作「ロータリーの源流」より引用）

・・会長が札幌出張のため会長代理をさせていた

だきます　クラブ入会２２年目で初めて点鐘を

鳴らす事になりました　　　　　齋藤副会長

・・久しぶりの古巣にお招き頂きありがとうござ

いました　　　　　　　　　　　寺西元会員

・・記念日を祝っていただきありがとうございま

した　　　　　　　　　　　　　　平間会員

・・農園に行って野菜をもらってきました

　　川上会員

・・河部会員よりＤＶＤと写真をいただきました

　　西谷（英）会員

・・河部会員より写真を頂きました

　　関野、山本、原田、遠藤

　　西田、大嶋、鈴木会員

　　前　回　 ４２７，０００円

　今　回　　１８，０００円

　　累　計　 ４４５，０００円

「地方公営企業法と市立病院」

　　　　　　　留萌保険薬局事業共同組合

　代表理事　寺西　保博 様

　（旧市立病院経営審議会委員）

　皆様もご承知の通り、新聞等で留萌市立病院

の巨額な不良債務が問題になっています。留萌

市が公表している市立病院事業年間患者数を見

ると、平成１２年度と１３年度を比較すると大幅な

減少が見てとれます。原因は新病院が郊外に建
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てられたためと考えられ、特に高齢者にとって

は不便であり、外来患者が市内、他都市へと分

散したためと思われます。何故なら患者数が平

成１２年から１３年の減少後は、平成１３年～１５年に

かけて同じ状態が推移しているからです。道内

市立病院２４ヶ所の外来患者数を比較しても、変

動率は全道を上回っておりました。しかしその

後、診療科によっては出張医になったり、外来

での長期投与が行われないなどにより患者数が

減少、患者の減少が話題になりイメージダウン、

患者離れを起こしていると思われます。

　今、各地の公立病院が経営不振に陥り、再生

手続きが取られています。そこでその原因を探

り留萌市立病院の今後のあり方を考えてみたい

と思います。

　留萌市立病院を含め多くの公立病院は、地方

公営企業法の総則、財務規定のみ適用（一部適

用）により色々多くに問題を抱えていると云わ

れます。それは、一般行政組織による病院経営

となるため、経営責任が不明確な事や、職員に

診療理念や経営方針が徹底され難い点などが上

げられます。また評価システムがないため、経

営が悪くても責任が問われない。硬直的な組織

人事、配置のため医療環境の急速な変化に対応

しづらい点もあります。一般公務員同様の人事

異動のため、病院経営の専門事務職が不在とな

る恐れもあります。そして経営状況に関係しな

い給与体系、年功序列的な昇給なども考えなけ

ればならない点が多くあります。

　これらの問題を解決するために、各地ではい

ろいろな再生手法が試みられております。医療

法や租税措置特別法による法人化など、１０種類

ほどインターネットで公開されております。

　留萌市立病院の場合、市の財政事情、病院の

不良債権の性質、公設民営化の条件、管内の将

来人口像、さきほど述べた公立病院の問題の解

決を考慮すると、病院長の権限を強化し、診療

理念や経営方針を徹底、経営責任を明確にする

公営企業法の全部適用が考えられます。

　公営企業法では長期借入は認められていない

ことから、病院独自の返済計画も立てられず、

不良債権は増え続けることになります。平成１６

年度総務省の次官通達に、本来行政本体が負担

しなければならないものを公営企業等に負担さ

せてはならないと指導しているが全く活かされ

ておりません。留萌市立病院は建設の際、国は

４０％、市が３０％、病院自体で３０％を出資する事

になっていますが、留萌市の財政が逼迫してい

る事からまだ支払われてはおりません。金額と

しては３０数億円になると思います。また市役所

の人件費削減による医師の給与一律カットは地

方における慢性的医師不足が叫ばれている中、

医師確保を難しくし、医業収入を減らし、経営

を悪化させる結果となっております。

　厚生労働省の「医師の需要に関する検討会中

間報告」でも大学病院自身の医師不足は今後も

続くと予想しており、医師確保には独自で確保

するルートも必要になってきています。

　経費節減のために更なる外部委託に努めると

の事でしたが、総務省では地方公営企業総点検

チェックリストを示しており、これらを活用、

業務評価をするべきだと思います。留萌市立病

院ではコンサルタントを使って企業診断を行い

ましたが、有償のものを使わずに無償のものを

利用する事も考えた方が良いと思います。また

外部委託も病院側と委託業者との打ち合わせの

無さが表れることがあります。やはり責任の所

在をはっきりする為にも、緊密な打ち合わせが

必要です。医療事務と病院会計、不良債務の問

題も大きな問題となっております。いずれにせ

よ、もっと監査を厳密にし、留萌市民も市立病

院のあり方をよく観察するべきだと思います。

ちょうど時間となりましたのでこれで終りたい

と思います。ありがとうございました。
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